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学長直属・特
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研究所・講師 

ショウジョウバエを用いたミトコ
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ショウジョウバエ用いて個

体代謝及びミトコンドリア

変動を観察する 

齋藤 成昭 
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研究所・教授 
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研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

豊田 雄介 
分子生命科学

研究所・助教 

細胞機能制御におけるミトコン

ドリア機能 

パーキンソン病関連因子

による細胞制御機構を解

明する 

寺田 祐子 

分子生命科学

研究所・研究

員 

細胞機能制御におけるミトコン

ドリア機能 
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構の解明 

石川 健 
分子生命科学

研究所・助教 

細胞機能制御におけるミトコン

ドリア機能 

ミトコンドリア機能発現に

必要な細胞内環境維持機

構の解明 

古賀 靖敏 
医学部  小児

科・教授 

ミトコンドリア病の新視点からの

治療戦略 

ミトコンドリア病の臨床研

究を行い、基礎研究から

サポートする 

八ツ賀 秀一 
医学部  小児

科・講師 

ミトコンドリア病の検査技術確

立と新規生理活性物質同定 

ミトコンドリア病の臨床サン

プルを用いて診断・治療を

目指す 

中村 桂一郎 
医学部  解剖

学・教授 

組織におけるミトコンドリア構造

の変化 

組織のミトコンドリア内微

細構造の変化の基盤技術

を確立する 

太田 啓介 

医学部 先端イ

メージング研究

センター・教授 

FIB-SEM を用いたミトコンドリア

形態解析 

３D 電顕観察技術をリード

しており、ミトコンドリアの

形態観察を行う 

野村 政壽 
医学部  内科

学・教授 
ミトコンドリア動態変化と代謝疾

患誘導機構 

代謝疾患を新視点から理

解する。本拠点からの知

見を広く臨床に繋ぐ 

（共同研究機関等） 

 
   

中田 和人 
筑波大学  

生命環境系・

教授 

ミトコンドリア病マウスを用いた

病態解析 

ミトコンドリアの全身機能を

解析するモデルを用いて

病態理解を進める 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

国立病院機構京都医

療センター糖尿病研

究部臨床代謝栄養研

究室・研究員 

分子生命科学研究所・助教 寺田 祐子 

ミトコンドリア機能発現に必

要な細胞内環境維持機構

の解明 

（変更の時期：平成 27 年 9月 16日） 

 

 

新 
プロジェクトでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

細胞機能制御におけるミ

トコンドリア機能 

分子生命科学研究

所・研究員 
寺田 祐子 

ミトコンドリア機能発現に

必要な細胞内環境維持機

構の解明 

（変更の時期：平成 30 年 4 月 1 日） 
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旧 
プロジェクトでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

培養細胞を用いたミトコン

ドリア形態解析 
分子生命科学研究

所・助教 
石原 玲子 

ミトコンドリア微細構造とそ

の動態に機能する新規因

子群を同定する 

（変更の時期：平成 29 年 3 月 31 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

分子生命科学研究

所・助教 
分子生命科学研究所・助教 石原 孝也 

ミトコンドリア形態変異モ

デルマウスを解析し、ミト

コンドリア微細構造とその

動態に機能する新規因子

群を同定する 

（変更の時期：平成 30 年 4 月 1日） 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

分子生命科学研究

所・助教 
分子生命科学研究所・研究員 石原 孝也 

ミトコンドリア形態変異モ

デルマウスを解析し、ミト

コンドリア微細構造とその

動態に機能する新規因子

群を同定する 

 

旧 
プロジェクトでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

ミトコンドリア動態変化と

代謝疾患誘導機構 
九州大学医学部・講師 野村 政壽 

代謝疾患を新視点から理

解する 

本拠点からの知見を広く

臨床に繋ぐ 

（変更の時期：平成 29 年 7月 1日） 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

九州大学医学部・講

師 

久留米大学医学部内科学・ 

教授 
野村 政壽 

代謝疾患を新視点から理

解する 

本拠点からの知見を広く

臨床に繋ぐ 

 

旧 

プロジェクトでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

病態・老化におけるミトコ

ンドリアダイナミクス 

分子生命科学研究所・教

授 
石原 直忠 

本申請代表であり、マウ

ス及び生殖細胞研究を統

括する 

（変更の時期：平成 30 年 4月 1日） 

 

 



（様式 2） 

 

法人番号 401002 

プロジェクト番号 S1511035L 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

分子生命科学研究

所・教授 
学長直属・特命教授 石原 直忠 

本申請代表であり、マウ

ス及び生殖細胞研究を

統括する 

 

新 
プロジェクトでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

細胞機能制御におけるミ

トコンドリア機能 
分子生命科学研究所・助教 石川 健 

ミトコンドリア機能発現に

必要な細胞内環境維持

機構の解明 

（平成 30年 10 月 1 日） 

 

１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

 

＜目的・意義＞ 

ミトコンドリアは細胞内の 2 重膜構造からなる細胞小器官である。1960 年代以降にミトコン

ドリアは細胞内エネルギー生産の中心的な機能を持つことが明らかにされ、酸素呼吸を中心

とした生化学研究が極めて活発に進められた。一方で代謝・細胞制御等においても多彩な機

能を持っており、糖尿病等の代謝疾患、パーキンソン病等の神経変性疾患や老化関連疾患

など、現代社会に大きな関心を集める幅広い疾患の発症・増悪に関与することから注目を集

めている。その後現在に至るまで、ミトコンドリアの重要性は広く理解されていながらも、「ど

の組織・細胞の、どのようなミトコンドリア機能が病態に強く関与するか」、即ちミトコンドリア機

能の分子病理的理解の全体像（ミトコンドリアの多彩な機能群の分子詳細や、個体の生理・

病態における詳細理解）は現時点では不十分なまま残されていた。 

このような経緯の中で、久留米大学では医学部・大学病院・研究所・センターの複数の部

局にわたって、「ミトコンドリアの分子レベル及び微細構造に着目した基礎研究」、「マウスを

用いた個体代謝研究」、「ミトコンドリア病診療を基盤とした臨床研究」等のミトコンドリアを基

盤とした研究が進められてきた。現在では、幅広い研究分野からの多面的なミトコンドリア研

究が集結する国内有数の研究機関の一つと認識されるようになっている。そこで本研究計画

では、ミトコンドリアの分子基盤を知り（学術研究）、病態に応用する（病態理解・治療戦略の

構築）ことを目指して、基礎的な生命科学と臨床的な医科学の両面から、ミトコンドリアの連

携研究を進めるための研究拠点を久留米大学に形成し、強力な研究体制を構築した。 

 

＜計画の概要＞ 

本事業では「ミトコンドリアの個別機能の微調整を通じて、細胞機能を改善し、病態治療・

健康長寿社会実現に役立つ基盤を構築する」ことを目指すため、ミトコンドリアの医科学・分

子生物学の研究拠点を形成し、その研究活動の中から、ミトコンドリアの膜構造動態・生合

成・品質管理等に関わる新規因子・新規経路を同定するなどの研究を行った。また一方で、

マウス及び患者サンプルを用いて、ミトコンドリア機能やエネルギー代謝の制御、さらに全身

性の代謝制御等の理解を大きく発展させるため、病態マーカー・検査マーカー・生理活性物

質（ホルモン等）を同定することを目指した。これらの研究から得られた成果は、臨床応用に

速やかに応用を目指し、それらの知見・ツールを用いた研究・解析系の構築を目指す。この

ように、広く診療科を超えたミトコンドリアを標的とした診断・治療応用が進められるような体

制を構築することができた。 
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具体的な研究方針は以下の３点であり、本学分子生命科学研究所を中心とした共同研究

体制により、詳細な分子生物学レベルの研究を基盤として、さらには個体レベル、また臨床レ

ベルに向けて一連に繋がる研究実施を行ってきた。 

 

（1）細胞内のミトコンドリア動的変化の分子機構   

ミトコンドリアは全身・全細胞に必須な構造でありながら、組織・時期特異的に大きな形態・

機能の変化が起こる。そこで各生命現象及び病態に特異的にかかわるミトコンドリアの分

子や反応を見出すことで、新規病態ターゲットの同定を目指した。様々なミトコンドリア機能

に注目し、生化学的・細胞生物学的手法等で解析することで、個別のミトコンドリア機能の

理解を深め、またそれらの連携を見出すことで、ミトコンドリアの統合的理解を深める。 

(2)個体でのミトコンドリアの制御及び生理機能   

主にマウスを用いて、関連遺伝子・現象の意義・役割を個体レベルで理解する。初期発

生・組織形成・障害・ストレス時の応答、老化、などの様々な時期でのミトコンドリアの変動・

役割を探る。  

(3)ミトコンドリア機能破綻を伴う病態の理解 

ミトコンドリア活性のバイオマーカー群を同定し、それを指標及び標的として、ミトコンドリア

機能不全が引き起こす一般疾患を見出し、治療へ向かう。これらの各研究の成果を統括

することで、ミトコンドリア活性の微調整による病態治療・健康長寿社会実現に役立つ基盤

を構築する。 

 

これらの研究を学内での綿密なコミュニケーションの中で進めることで、大きな研究展開を

目指した。本研究事業により大きな成果を得ることができ、国内・世界に向けてインパクトの

高い研究成果（Nature Cell Biology: impact factor 17.728, Nature Communications: impact 

factor 11.880 等）を含む、100 報を超える極めて多くの学術論文を報告することができた。 

 

 

（２）研究組織 

 

本研究は、久留米大学分子生命科学研究所を中心として、久留米大学医学部・病院の多

くの部局と綿密に連携しながらグループ研究として進めてきた。本学には以前よりミトコンドリ

アに関係する基礎研究グループ・臨床研究グループ・診療科等が多く存在しており、これまで

は個別の研究グループとして活動し、あるいは個別の共同研究体制として活動をしてきた

が、本研究事業の開始に伴い各グループの専門に応じて研究分担を行い、また必要に応じ

て分子生命科学研究所をハブとした多方面と連携した研究活動を行った。 

各グループの担当としては、分子レベルの詳細研究は、ミトコンドリアの多彩な構造・機能

を個別に理解し、またその統合的制御機構を理解する研究を、伴・石原孝也・中村・太田を主

要メンバーとして、各研究室の大学院生・研究員・技術員などが、またミトコンドリアを最大限

に安定的に運用させ細胞環境を整える機構を探る研究を、齋藤・豊田・寺田・石川らを中心

に技術員、また他の学内研究グループと連携しながら行った。 

一方、個体レベルの生理・病理に関わる研究は、ミトコンドリアの各組織での構造・機能変

化、さらに老化への関与を探る研究、また臓器間の情報連携を基盤とした個体レベルでのミ

トコンドリア制御機構を探る研究を、石原直忠・児島・佐藤・佐野らを中心に、研究員・研究補

助員等と共に進めた。さらに、これらの成果をヒト・病態への応用を目指して、学内外の病院・

各診療科との連携しながら研究を進めた。本学大学病院では、小児科においてはミトコンドリ
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ア病を中心とした小児ミトコンドリア関連疾患の治療戦略構築を古賀・八ツ賀が、内分泌代謝

内科においては糖尿病等の代謝疾患におけるミトコンドリアの関与に関する研究を野村を中

心に進め、細胞及びモデル生物を用いた分子知見を基にして新規治療戦略の構築を全学的

な共同研究体制にて進めてきた。 

 さらに、これらの多元的なミトコンドリア研究の成果やノウハウに基づき、専門的な解析系・

機器等を用いて他大学・機関との共同研究を行ってきた。特にミトコンドリア病のモデルマウ

スを用いて病態研究を進める筑波大学の中田グループと、分子生命科学研究所や小児科を

はじめ様々な研究において連携してきた。また日本ミトコンドリア学会を始め様々な関連学会

とも学術的に連携し、研究サポート及び共同研究を進めることで、本プロジェクト・本学の行

動・成果を広く公開・広報し、国内ミトコンドリア研究を支えてきた。 

 

本事業では、特に地方（九州／福岡県／筑後地区）から若手研究者を養成し輩出する拠

点の構築を目指した。様々な若手研究者育成の研究活動へのサポートを行い、久留米にて

学会等を開催し、国内外から関連研究者を招聘し、学内研究者と議論・交流を促した。学外

では各地でミトコンドリアの若手研究者の合宿勉強会や、代謝ワークショップ等を企画・運営

した。分子生命科学研究所ではこれまでも女性研究者が多く活躍してきたが、本事業では世

界で活躍する次世代リーダー研究者の輩出を目指して、若手・女性研究者の育成を更に強

化し、多くの女性研究者が活躍し、次のキャリアパスへと進んだ。同様の目的で、分子生物

学・医科学を中心とした大学院教育を充実させるため、分子生命科学研究所を中心とした新

規の大学院コースを新たに開講し、若手研究者の育成体制を強化した。さらに大学病院と基

礎研究との連携を深めるために、本学では本期間中に新研究棟（基礎3号館：分子生命科学

研究所、動物実験センター、講義室、学生交流のためのオープンスペースなどを含む）を建

築し（後述）、2018年にその移転作業が完了し、現在では活発に研究が行われている。 

  

上記のように、本事業期間の間に大学一丸となって施設・組織の大きな変革が行われ、新

たな強力な体制で本学のミトコンドリア関連研究を進める体制を整えることができた。 

（３）研究施設・設備等 

 

 本研究の推進・運営は久留米大学分子生命科学研究所を中心として進められた。本研究

所は平成元年に久留米バイオバレー構想の中心地である久留米百年公園内の久留米リサ

ーチセンター内に創立され、これまでも極めて活発な医科学の最先端研究の場として知られ

てきた。研究所の総面積 1,228.27 ㎡の内部には 3 部門の独立した研究室に加えて、実験動

物飼養保管室・その他各種の解析機器が配備された。 

 本研究所は平成 30 年 3 月から久留米大学旭町キャンパス内に新築された基礎３号館の

2-3 階に移転・拡充された。2,263.03 ㎡に、研究所の実験設備、個々の目的に応じて整備し

た部屋（洗浄室、培養室、染色室、暗室、冷蔵庫室、顕微鏡室等）等の関連施設を効率的に

配備することで、学内研究所・センター、さらに医学部各部門・大学病院各医局とさらに綿密

に連携が可能な体制を整えた。本研究設備には学外グループとの連携も可能なコラボ研究

室も構築されており、本研究実施により得られた成果を広く発信し、さらに実用化に向けて頒

布する体制を整えることができた。 

 

 主な研究装置・設備としては、分子生命科学研究所内、および学内研究施設・設備として基

本的な分子生物学研究を行うことができるよう整備されている。動物実験施設は研究所に隣

接して設置されており、また様々なレベルでの培養を可能とする哺乳動物細胞培養システム

も整備されている。特に、生化学的実験（組織分取・分画・精製等）、またミトコンドリア・生体
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代謝機能の解析システム（酸素電極・細胞外フラックスアナライザー等）を分子生命科学研究

所内に設置し、広くミトコンドリアに関する学内研究を支え、さらに外部共同研究に対応できる

体制を構築した。その他、微量超遠心分離機、細胞外フラックスアナライザー、慢性実験テレ

メトリー自動計測システム、マルチ検出モードマイクロプレートリーダー、微量高速冷却遠心

機、低温恒温器、バイオシェーカー等を必要に応じて使用してきた。また本研究所の使命とし

て、学内外の多くの共同研究を行い、機器等も外部利用していただきながら研究を進めてき

た。 

動物実験に関しては、平成 29 年度まで分子生命研科学研究所の飼育室に加えて、医学

部動物実験センターにおいてモデルマウス使用実験をおこなった。平成 30 年 3 月に動物実

験センターの新築・移転により、最新鋭のマウス実験システムが、分子生命科学研究所と直

結する基礎３号館 4-6 階に構築され、さらに効率的に研究活動を行う体制が整えられた。ま

た、ハイスループットセルアナライザー・セルソーター・小動物用心エコー装置等は、分子生命

科学研究所と同じフロアにある循環器病研究所に整備されている。 

 また、平成 29 年にはこれまでの電顕施設を拡充・整備し先端イメージング研究センターが

構築された。生細胞蛍光観察システムや共焦点レーザー顕微鏡等の整備により、全国的な

共同利用体制を整え様々なミトコンドリア関連研究をサポートしている。特に平成 23 年に国

内の他の大学・研究機関に先駆けて先鋭的に導入された FIB-SEM 電子顕微鏡装置は多く

の先端研究を支え、その活発な活動によりノウハウを蓄積し、また様々な成果を得ることがで

きた。 

 

 共同研究としても多くの研究機関と連携しながら研究を進めている。筑波大学、熊本大学、

名古屋大学、九州大学、京都府立医大などと、顕微鏡を用いて、あるいは本プロジェクトにお

いて導入した細胞外フラックスアナライザーを用いて、また外部研究者にミトコンドリア専門家

として研究サポートを行っている。当初は学外連携研究者であった野村博士は平成 29 年度

より久留米大学教授として本プロジェクトに参加し、より一層充実した研究体制となった。共

同研究の成果は研究成果として報告の準備が進められつつある。このように、本事業からな

る拠点の形成は、ほぼ完成したと言える。 

 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

 

＜概要＞ 

本計画では、多彩な機能を持つミトコンドリアの特性に着目し、それを医科学に応用可能な

知見を集めることを目指して、多面的な研究を行った。ミトコンドリアは酸素呼吸によって生体

内の多くのエネルギー生産を担う、生命に必須のオルガネラである。しかし一方で、Ca2+応答

や細胞死の制御、また酸化ストレス等を介した細胞シグナリングにも関与していることがわか

っている。これらの特性が個体内では、組織、あるいは環境に応じてその特性を変動させ、そ

の結果、細胞分化や細胞応答を始めとした個体内での様々な生理機能に関与していると考

えられている。また特にこの時、環境変化に伴ってミトコンドリアの形態も大きく変化してい

る。一方、糖尿病などの代謝疾患、パーキンソン病やアルツハイマー病等の神経変性疾患、

さらに心疾患・がん・老化などの幅広い一般疾患でも大きなミトコンドリア変調が観察される。

しかし現時点ではその因果関係には不明な点が多く残されている。 

 

そこで一般疾患におけるミトコンドリアの働きを多面的に検討し全容を理解することを目指

して、最新の基礎研究と、高度な臨床研究が極めて密接に連携できる、久留米大学の特性

を活かして、ミトコンドリアの動的特性の(1)分子レベル、(2)個体レベルでの制御を理解し、さ

らに(3)臨床現場にフィードバックすることを目指して研究を進めた。学内共同研究を多く実施
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し、基礎から臨床に大きなインパクトを与える研究を行うことができた。 

その１例としては、分子生命科学研究所 石原と小児科・古賀の一連の共同研究であり、ミ

トコンドリア病の治療の分子解析を進めた。現在まで 6年以上にわたって日本ミトコンドリア学

会の代表理事（理事長）として社会的な活躍も行っている。また、石原と顕微解剖学・中村、

先端イメージングセンター・太田は、新しい電顕技術を用いた組織内のミトコンドリア特性を解

析する共同研究を行ってきている。また、内分泌代謝内科・野村とは全身性の代謝・代謝疾

患に着目して研究を続けている。これらの取り組みから、健康長寿社会の実現に向けて、ミト

コンドリア研究をさらに大きく進め、また病態への応用を連携しつつ同時並行的に研究を進め

ることを目指して本事業を進めた。 

 

これまでの研究成果として、様々なミトコンドリアの研究（精製タンパク質を用いた生化学・

生物物理、培養細胞を用いた細胞生物学、マウス個体を用いた生理・病理的解析等）を平行

して進め、それぞれで期待されていたような研究成果を得ることができた（下記１３参照）。そ

の中でも特に代表的な研究成果を下記に記載している。 

 

＜優れた成果が上がった点＞ 

特に優れた代表的な研究成果を次に挙げる。この他にも多くの関連研究を進行中である。 

 

・内膜の GTPase蛋白質、OPA1による内膜融合   

内膜融合に働くOPA1は、ミトコンドリアが膜電位を失い失活すると、タンパク質切断を受

け活性が制御されていることを以前に見出し報告していた(Ishihara N., EMBOJ 2006)。この

反応は、高い酸素呼吸機能を持つミトコンドリアのネットワークから、機能低下した障害ミト

コンドリアだけを排除する、との「ミトコンドリア品質管理」を支える基盤的な反応として大き

く注目された。しかしこれまでは、OPA1 がどのように膜を融合させるか、GTP 加水分解の

役割などその生化学的分子詳細はほとんど理解されていなかった。そこで今回我々は、試

験管内で精製タンパク質や脂質等を混合し、ミトコンドリアを模した疑似膜小胞を構築し反

応させることで、カイコの発現ベクターを使って、大量に膜結合型 OPA1 タンパク質を作出

する技術を構築し、その詳細解析を行えるようになった。 この解析から、ミトコンドリア内

膜にある特異的なリン脂質カルジオリピンがOPA1と共に働き、ミトコンドリアの挙動を制御

していることがわかった（Ｎat Ｃell Ｂiol 2017, BBA 2018等、論文＊21.37.40.88.96.98、図書

＊1、発表 18, 63、別紙 1, 2）。 

 

・ミトコンドリアの膜融合のカルシウムイオンによる制御機構  

哺乳動物培養細胞（今回は HeLa 細胞を用いた）から単離したミトコンドリアを試験管内

で観察すると、ミトコンドリアの融合を試験管内で観察できるようになった。そこでこの反応

の基本解析を進めたところ、Ca2+が Mitofusin を介してミトコンドリアの融合制御に関わって

いることが明らかになった(JB 2017 論文＊38）)。ミトコンドリアの動的な形態制御が細胞内

Ca 応答に伴って変動しうること、またその分子機構が明らかになった。この結果から、Ca

シグナリングの関与する様々な生命現象・細胞応答等へのミトコンドリアの関与の可能性

が想定され、既存概念の再検討が必要であることを示している。 

 

・Drp1の制御及び病態形成への効果   

分子生命科学研究所 石原直忠と、内分泌代謝内科 野村は、これまでの共同研究によ

り Drp1 遺伝子の条件欠損マウスを構築し、世界で初めてミトコンドリア分裂の停止した哺

乳動物個体を構築することに成功した(Ishihara N., Nature Cell Biol 2009)。その後、このマ

ウスを用いることで、細胞生存・増殖・初期発生・分化等におけるミトコンドリア分裂の役割
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の解明を続けてきた（Udagawa, Cur Biol 2014, Mol Cell Biol 2015論文*66, Cell Metab 2018

論文*24）。心筋のDrp1を欠損させミトコンドリアが分裂できないマウスは、生後 1週間で致

死となった。特に、心筋の成長の段階に関与していると考えられる (Mol Cell Biol 2015 論

文*66)。また、肝臓における Drp1 の欠損により全身性の代謝変動が起き、インスリン応答

性が向上するとの結果を得ている(Diabetologia 2015 論文*70)。 それ以外でも、他の様々

な組織（神経、脂肪、卵）の Drp1抑制マウスの解析を進めた（論文＊2, 42, 56）。 また、ミト

コンドリア分裂の細胞内での制御の観察も行っており、様々な生命現象に関わることを見

出している（論文＊39, 54, 67, 68, 71）。 

 

・パーキンソン病の原因遺伝子による細胞機能制御  

神経変性疾患であるパーキンソン病の原因遺伝子産物 Parkin, Pink1 等は、機能低下し

たミトコンドリアに局在化しその機能維持に働く。このパーキンソン病の病因遺伝子群と代

謝制御との関係を解析するため、パーキンソン病関連遺伝子である DJ-1/PARK7 の細胞

内機能解析から、DJ-1 を介した細胞内代謝経路の変動が、有糸分裂期細胞の形態や硬

さの維持に必要であることが明らかとなった(Nature Comm 2017論文＊45、発表＊177)。こ

の研究成果は、ＤＪ－１によるミトコンドリア機能維持が、様々な細胞内代謝経路・代謝物

質を介して細胞形態を保つために重要な機能を持つ可能性を示唆している。 

 

・全身エネルギー制御のための摂食ホルモンの調節 

様々な組織の中で個々の細胞のエネルギー代謝が変動すると、全身性のエネルギーの

検知機構及び統合的制御が変動すると考えられている。このような細胞内、また細胞間で

の応答系は、代謝疾患を理解する上で重要であるにも関わらず全身性代謝の恒常性制御

に関してはまだ不明な点が多く残されている(発表＊81・82)。今回、新規ペプチドホルモン

が神経形成に関与することを見出した(Plos Genet 2015 論文＊75)。 また、ヒト・グレリン・

アミドの合成およびグレリン受容体阻害剤 (Compound 21)の合成委託を行い、これらを用

いてグレリン受容体の結晶構造解析を進めた。その結果、グレリン受容体阻害薬

Compound 21 を用いて、グレリン受容体の立体構造認識抗体との共結晶化を行い、不活

性型のグレリン受容体の結晶構造の解明に成功した。その結果、第３膜貫通領域の E124

がリガンドの結合に重要であることや、第６，７膜貫通領域の疎水性アミノ酸がグレリンの

オクタン酸部分の認識に重要であることを見いだした（論文投稿中）、日本内分泌学会

（2018年4月）で一部の成果は発表済 発表＊83）。さらにグレリンが膵臓の時計遺伝子発

現を調節することを示し、代謝反応の恒常性を維持している可能性を提示した（Endocr J 

2020＊論文 3）。これらの結果から、摂食制御を介した全身性の代謝制御の理解を大きく

進める極めて重要な知見を得ることができた。 

 

・細胞内のエネルギー環境の細胞内伝達経路 

分裂酵母のミトコンドリア呼吸活性は、細胞外のグルコース濃度の低下に伴って亢進す

る。今回、遺伝学的スクリーニングを行うことにより、グルコース濃度低下に対する細胞応

答反応が起こるために、TOR や CaMKK などのキナーゼを介するシグナル経路の活性化

や、Wee1 キナーゼを介した一過的な細胞周期の停止が必須であることが明らかになった

（論文＊58, 80、発表＊134, 145, 166）。さらに糖輸送体 GLUT1 等の複数回膜貫通タンパク

質が、小胞体シャペロンに依存せずに細胞表面へ輸送されることを見出した（FEBS Lett 

2018 論文＊27）。これらの細胞内シグナル伝達や細胞周期制御による細胞内機能の再

編が、グルコース飢餓に対するミトコンドリア機能亢進にも関与していると考えられる。 
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・mtDNAの変異を起源としたミトコンドリア病の検出法の構築とその応用 

ミトコンドリア病の治療を目指して、患者採血血清等を用いた解析が小児科の臨床研究

として進められている。これらの研究から、ミトコンドリア病などのミトコンドリア機能低下状

況や、また培養細胞での酸素呼吸活性の活性低下時に、GDF-15 が誘導され分泌される

ことなどから、この GDF-15 を新規のミトコンドリア病の疾患マーカーとして確立することが

できた。本手法を用いることで、今後は特殊な設備なしにミトコンドリアの活性及びミトコン

ドリア機能低下を簡便且つ速やかに検出できるようになった。また本情報はマウスにおい

ても応用可能であることも確認しており、現在はモデルマウスを用いた解析を進めている。 

 

・FIB-SEM電子顕微鏡によるミトコンドリア形態変化の動的・立体的詳細解析 

本学の先端イメージング研究センターに整備されている「FIB-SEM」は立体組織に、しか

も詳細に観察できるため、ミトコンドリアの解析に極めて有用であり、既に多くの共同研究

が進められている。これまでもミトコンドリア機能低下に伴いミトコンドリアが形態変化する

ことが知られていたが、今回極めて緻密に経時的・立体的なミトコンドリア形態の解析を行

ったところ、ミトコンドリア機能低下時にはミトコンドリアの分裂と独立にミトコンドリアの形態

が変化し、皿状、あるいはその中央部分がさらに陥入した壺状の形態をとることが明らか

になった。これはこれまでの研究から予想されていたものと大きく異なる結果であり、最新

機器を用いて解析することで、新しいミトコンドリアの特性を多く見出しつつある (Sci Rep 

2018 論文＊25, J Comp Neurol 2017 論文＊41等、発表＊133）。 

 

・その他 

胞外フラックスアナライザーを用いた活性計測も多くの受託研究を共同研究として進め     

た(Tox Lett 2017 論文＊39, Sci Rep 2017 論文＊42等)。これらの共同研究は、国内に

さらに広がりつつあり、現在も多くの共同研究としてミトコンドリア活性・特性の解析をサポ

ートしている。このような活動から、本学のミトコンドリア研究が広く認知されつつある。 

 

＜課題となった点＞ 

上記のように、研究成果に関しては、ミトコンドリアの動的特性の理解に関して計画通りの

進展ができている。一方、マウスの研究は成果が出るまでに比較的時間がかかることもあ

り、まだ十分に成果が出ているとは言えない部分も一部残されている。 

しかし、関連の KO マウスをゲノム編集技術を用いて作成中であり、また独自で確立した代

謝不全モデルマウスの解析も進められつつある。比較的時間のかかる研究ではあるが、しっ

かり研究を進めていく。 

 また、当初の研究グループ間で密接に連携しミトコンドリア研究を進めているが、大学病院

の診療科としてはまだ限られたグループと共同研究をしている段階である。今後は、学内・病

院において、また学外に向けて、さらに共同研究を強化していきたい。 

 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

分子生命科学研究所を中心にして、毎年研究報告会を行い、その進捗を全体で確認し、

代表者の指示を得ながら研究を進めてきた。また公開シンポジウムを開催し、学内外の関連

研究者に本事業の実施により得られた成果を広く認知させた（平成 30年 12月、令和元年 10

月）。研究の進展は 2年毎(H28, H30)に研究所の成果報告として冊子を作成し周辺研究者に

頒布し、その成果を内部評価として本研究所会議にて評価を行い、順調な成果を得ているこ

とを確認した。さらに多数の論文掲載を広く公開し、また学会等における発表を行い、国内・

国外からの評価を受け、充分な成果が得られたと考えている。合わせて外部研究者と広く議

論しその意見を研究に反映し、効率的な研究推進となるよう十分に配慮して運営してきた。 
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＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 

 外部評価として、三原勝芳九大名誉教授（ミトコンドリア研究の専門家）に本申請書を評価

いただき、以下のコメントを得た。 

 

 計画に関しては、「国内外に於けるミトコンドリア動態研究で M. Ryan（豪）、G. Voeltz（米）、

L. Scorrano（伊）、RJ. Youle (米) らと並んで高い評価を受けており、これにミトコンドリアで

個々に評価される共同研究者達が加わることでミトコンドリア動態とその生理的役割を最も効

率よく解明出来る計画であると評価できる」、また病態研究に関しては「久留米大学医学部は

基礎研究と臨床との密な連携に高い実績を誇っており、未だ不明な点が残る臨床レベルで

の障害との関連を比較的容易に解明できる可能性を持っている点も評価される」、「ミトコンド

リア病マウスについてミトコンドリア動態調節の破綻との関連を解析中」、「FIB-SEM システム

の専門家との共同で形態調節の破綻と病態の連携を解析中」、とのコメントを受けた。 

 

また拠点形成に関しては、「ミトコンドリア動態とその破綻に関する研究拠点形成の計画」

は「ほぼ完成した段階」、との評価を受けた。 

特に研究成果に関して、「ミトコンドリア内膜の融合因子 OPA1 の細胞生物学的研究で世

界の先端を切った」との評価を受けた。  

 

＜研究期間終了後の展望＞ 

上記の外部評価を参考にして、ミトコンドリア研究、特にミトコンドリア病に波及可能となる

研究をさらに広く進めるため、小児科グループ（古賀教授・八ツ賀講師）、また日本ミトコンドリ

ア学会との連携を強めており、既に多く得られた基礎的な研究成果の個体内での確認を進

めている。 

分子解析に関しては、新しい研究への足掛かりにするため、遺伝子スクリーニングをさらに

進め、新規遺伝子の同定を目指している。ミトコンドリア病やパーキンソン病の原因遺伝子群

も標的として優先的に解析を行っている。 

拠点形成としては、本学を中心としたミトコンドリア研究をさらに大きくアピールし広げてい

く。特に細胞外フラックスアナライザーを学外に広く使用させているのは本学のみであり、これ

までも多くの共同研究に利用されており（熊本大学、九州大学、京都産業大学等）、今後さら

にこの活動を進めていく。 

なお研究代表者の石原は、本学特命教授を R1 年度にて退職し、現在は大阪大学大学院

理学研究科に移動し教授・生物科学学科長・専攻長であるが、引き続き本研究所の客員教

授として籍を置き、外部評価の評価を参考に研究プロジェクトのさらなる発展に取り組む計画

である。また本事業にて整備した機器等は、分子生命科学研究所を中心に整備し、学内外

の研究進捗をサポートできるように、引き続きメンテナンスを続けていく。 

  

＜研究成果の副次的効果＞ 

 ミトコンドリアの細胞生物学・分子生物学に関しては、その成果を製薬会社・食品会社等と

継続的に連携・情報交換し、その実用化に向けた議論を継続的に行っている。またこれまで

のタンパク質の研究成果は、その構造解析（結晶化・クライオ電顕等）や薬剤スクリーニング

等を介して、薬剤創出への基盤となりうるため、創薬への利用ができるような研究成果を目

指す。関連の特許も取得している（佐藤・児島等）。これらの成果をさらに積極的に治療戦略

に繋げるため、本計画から関連する AMED の事業にも積極的に参加している（石原は筋委

縮・老化研究の CREST に、古賀はミトコンドリア病の代表者として、臨床研究への貢献を進

めている）。 
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１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１）  ミトコンドリア         （２）  品質管理          （３）  病態                

（４）  神経変性疾患        （５）  ミトコンドリア DNA     （６）  膜ダイナミクス        

（７）  膜融合             （８）  膜分裂            

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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33. 豊田雄介、齋藤成昭 TORC2 経路を介した分裂酵母六炭糖輸送体 Ght5 の細胞内局

在制御機構の遺伝学的解析、第 9 回 TOR 研究会、2019年 6月 27-28 日 久留米市 

34. 佐野浩子 個体はどのようにして糖摂取を感知するのか？: ショウジョウバエおよびマウ

スモデルを用いた遺伝学的解析、第 9 回 TOR 研究会、2019 年 6 月 27-28 日 久留米

市 

35. 花田 有希、石原 孝也、野村 政壽、小川 佳宏、石原 直忠 ミトコンドリア分裂因子の

ミトコンドリア抗ウイルス応答における新たな調節機能、第 19 回日本蛋白質科学会年

会・第 71回日本細胞生物学会大会合同年次大会、2019年 6月 25-26 日 神戸市 

36. 古田 詩唯奈、太田 あずさ、石原 孝也、石原 直忠 ミトコンドリアにおける核様体の

動態を制御する新規因子の同定、第 71回日本細胞生物学会大会、2019年 6月 25-26

日 神戸市 

37. Azusa Ota, Takaya Ishihara, Tadato Ban, Naotada Ishihara. mtDNAからなる核様体の形

態や配置を制御する因子の探索、第 19 回日本蛋白質科学会年会・第 71 回日本細胞

生物学会大会合同年次大会、2019 年 6 月 25-26日 神戸市 

38. Hirotaka Kanon, Takaya Ishihara, Naotada Ishihara. Live imaging of mitochondrial 

nucleoid fission in living mammalian cells. 第 19回日本蛋白質科学会年会・第 71回日

本細胞生物学会大会 合同年次大会、2019年 6月 25-26日 神戸市 

39. 伴 匡人、石原 直忠 ミトコンドリア膜融合 GTPase OPA1 による膜融合機構の解析、

第 19 回日本蛋白質科学会年会・第 71 回日本細胞生物学会大会合 同年次大会、神

戸、2019年 6月 25-26 日 神戸市 

40. 児島将康，椎村 祐樹 GPCR であるグレリン受容体の結晶構造解析による受容体活性

化機構の解明（ワークショップ・招待講演）、第 19回日本蛋白質科学会年会・第 71回日

本細胞生物学会大会合 同年次大会、2019 年 6月 25 日 神戸市 

41. 小西功記、鈴木友香、三村正文、野中崇雄、佐瀬一郎、太田啓介、西岡秀夫、須賀三

雄 深層学習を用いた細胞 3次元セグメンテーションの実用的な手法と適用例、日本顕

微鏡学会総会第 75 回学術講演、2019 年 6月 17-19 日 名古屋市 

42. 太田啓介、都合亜記暢、東 龍平、平嶋伸悟、力丸由起子、中村桂一郎 樹脂包埋試

料の FIB-SEM tomography への応用と切片観察との違い、日本顕微鏡学会総会第 75

回学術講演、2019年 6 月 17-19日 名古屋市 

43. 佐 野 浩 子  The polyol pathway is the principal sugar-sensing pathway for 

sugar-Responsive gene expression mediated by Mondo/ChREBP. 第 52回日本発生生物

学会年会、2019 年 5月 14日-17日 大阪市 

44. 佐藤貴弘、大石佳苗、児島将康 抗肥満高耐糖能マウスの樹立と表現型解析、第 92

回日本内分泌学会学術総会、2019 年 5 月 11 日 仙台市 

45. 佐藤貴弘、大石佳苗、御船弘治、児島将康 低栄養環境下におけるエネルギー保持機

構の解明、第 92回日本内分泌学会学術総会、2019年 5月 10日 仙台市<受賞講演＞ 
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46. 太田啓介 先端電子顕微鏡イメージングの新たな潮流、第 4 回先端イメージングセミナ

ー、2019年 4月 16日 久留米市 

47. Naotada Ishihara, Takaya Ishihara, Emi Ogasawara, Tadato Ban. Roles of mitochondrial 

dynamics in cellular function, development, and differentiation (invited). The 9th 

Federation of Asian and Oceanian Physiological Societies Congress, March 29, 2019, 

Kobe, Japan 

48. 太田啓介、宮園佳宏、中村桂一郎 脱共役後のミトコンドリア断片化は本当にミトコンド

リアの分裂を伴うのか? 3 次元光電子相関顕微鏡法による機能イメージング解析、第

124回日本解剖学会、2019年 3月 27日 新潟市 

49. Naotada Ishihara. Cooperative regulation of mitochondrial membrane and genome 

(invited). AUS-OsakaMito 2019, March 26, 2019, Clayton Australia 

50. 太田啓介 ネット情報だけで素人が TensorFlow に挑戦してみた、日本顕微鏡学会生体

ボリュームイメージング研究会 2019 年度第 3 回研究会、2019 年 3月 22日 福岡市 

51. 佐藤貴弘 睡眠の質向上を目指した植物性タンパク質の選抜研究、第 1回機能性食品

栄養代謝研究会〜植物性資源の健康への応用〜、2019年 1月 22日 盛岡市 

52. Mitsuo Suga, Hideo Nisioka, Motohiro Nakamura, Katsuyuki Suzuki, Kohki Konishi, 

Takao Nonaka, Satoshi Kume, Mitsuyo Maeda, Yosky Kataoka, Keisuke Ohta.  

Quantitative analysis of cell nuclei in mouse Cerebellar cortex using Array Tomography 

and Deep Natural Network. The American Society for Cell Biology (ASCB) 2018 

Meeting, Dec.8-12, 2018, San Diego USA 

53. 児島将康 摂食亢進ホルモンのグレリンと生体内のエネルギー代謝、第 18回日本ミトコ

ンドリア学会年会、2018 年 12 月 8日 久留米市 

54. 石原孝也 石原直忠、核様体制御に関わる新規因子の探索、第 18 回日本ミトコンドリ

ア学会年会、2018 年 12月 8 日 久留米市 

55. Tadato Ban. Elucidating molecular mechanism of OPA1 mediated mitochondrial inner 

membrane fusion (invited). International symposium on Mitochondrial Biology and 

Disease, Dec. 7, 2018, Kurume Japan  

56. 太田啓介 FIB-SEM をはじめとした SEM 連続断面観察による 3 次元電顕の医学生

物応用、第 154回電子顕微鏡技術研究会、2018年 12 月 1 日 文京区 

57. 一村紋佳、小笠原絵美、石原孝也、石原直忠 ミトコンドリアのダイナミックな形態変化

と筋組織の形成・萎縮 （ワークショップ・招待講演）、第 41 回日本分子生物学会、2018

年 11 月 30日 横浜市 

58. 豊田雄介、 Busra Akarlar、Mihail Sarov、Nurhan Ozlu、齋藤成昭 複数回膜貫通蛋白

質の細胞表面局在の GRP78 への依存性は細胞外グルコース濃度により調節される、 

第 41回日本分子生物学会年会、2018 年 11 月 28日 横浜市 

59. Naotada Ishihara. Dynamic regulation of mitochondrial double membranes and genome 

(invited). 15th Asian Society of Mitochondrial Research and Medicine, Nov. 7-8, 2018, 

Busan Korea 

60. 太田啓介、中村桂一郎 医学生物学分野における FIB-SEM トモグラフィー法の課題、 

日本顕微鏡学会第 61 回シンポジウム in Toyama、2018 年 11 月 1日-3日 富山市 

61. 佐藤貴弘、三浦郁生、大石佳苗、若菜茂晴、児島将康 自然発生矮小変異マウスの責

任遺伝子の同定、第 45回日本神経内分泌学会学術総会、2018年 10月 27日 文京区 
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62. Naotada Ishihara. Dynamics of mitochondrial membranes and genome for mitochondrial 

quality control (invited). HFSP meeting 2018, Oct. 9, 2018, Suita Japan 

63. 伴匡人、石原直忠  膜融合 GTPase によるミトコンドリア膜融合メカニズム（シンポジウ

ム・招待講演）、第 91 回日本生化学会大会、2018年 9 月 25 日 京都市＊ 

64. Yoshihiro Miyazono, Keisuke Ohta, Akinobu Togo, Kei-Ichiro Nakamura. New live 

imaging combined 3D-CLEM revealed a quick response of mitochondrial transformation 

from tubular to a globular form after loss of membrane potential. 19th International 

Microscopy Congress, Sep.9-14, 2018. Sydney Australia 

65. Naotada Ishihara. Roles of mitochondrial dynamics in development and differentiation 

(invited, Keynote Speech). Japan-Korea-China Young Researchers՚ Symposium 

“Organelle dynamics in Reproductive Biology”, Sep. 12, 2018 Ueda Japan 

66. 太田啓介 三次元光電子相関顕微鏡法(3D-CLEM)で見るミトコンドリアダイナミクス、 

第 27回日本バイオイメージング学会学術集会、2018年 9 月 3 日-4日 つくば市 

67. 伴 匡人 ミトコンドリア膜融合ダイナミクスの分子機構（招待講演）、第 16 回レドックス・

ライフイノベーション シンポジウム 2018 年 8 月 31日、福岡市 

68. Naotada. Ishihara. Dynamics of mitochondrial double membranes, genomes, and functions 

(invited). 20th European Bioenergetics Conference, Aug. 25-30, 2018, Budapest Hungary 

69. 佐藤貴弘、大石佳苗、児島将康 自然発生矮小変異マウスにおける内分泌学的解析、 

第 33回日本下垂体研究会学術総会、2018年 8月 19 日 高知市 

70. Mitsuo Suga, Hideo Nisioka, Motohiro Nakamura, Katsuyuki Suzuki, Kohki Konishi, 

Takao Nonaka, Satoshi Kume, Mitsuyo Maeda, Yosky Kataoka, Keisuke Ohta. Three 

dimentional structure analysis of cell nuclei in mice cerebellar cortex using array 

tomography.  Microscopy & Microanalysis 2018, Aug.5-9, 2018, Baltimore USA 

71. 石原直忠 卵子形成におけるミトコンドリアのダイナミックな構造変化（招待講演）、第 36

回日本受精着床学会 2018年 7月 26-27 日、千葉市 

72. 太田啓介 電離放射線に伴う試料包埋樹脂の変形特性、日本顕微鏡学会ソフトマテリ

アル研究部会第 3会講演会、2018 年 7 月 11 日 千代田区 

73. 石原直忠 ミトコンドリアの融合と分裂の制御とその意義（招待講演）、愛媛大学医学部

附属病院  先端医療創生センター(TRC)セミナー、2018年 7月 2 日 東温市 

74. 豊田雄介、齋藤成昭 TORC2 を介した分裂酵母六炭糖輸送体 Ght5 の細胞内局在制

御機構の遺伝学的解析、第 8 回 TOR 研究会、2018年 6月 29日 大阪 

75. Azusa Ota, Takaya Ishihara,Tadato Ban, Naotada Ishihara. Dynamics of mitochondrial 

menbranes and genome for mitochondrial quality control (invited). 細胞生物学会・発生

生物学会合同学会、2018年 6 月 6-8 日 江戸川区 

76. Tadato Ban, Naotada Ishihara. Elucidating the mechanism of selective mitochondrial 

fusion by OPA1 and cardiolipin. 細胞生物学会・発生生物学会合同学会、2018年 6月

6-8日、江戸川区 

77. 須賀三雄、西岡秀夫、中村元弘、鈴木克之、小西功記、野中崇生、久米慧嗣，前田光

代、片岡洋祐、太田啓介 Array tomography を用いた小脳皮質細胞群の形態的特徴解

析、日本顕微鏡学会総会第 74 回学術講演、2018年 5 月 29 日-31 日 久留米市 

78. 首藤 翼、衣笠哲矢、別府仙梨、藤野萌子、太田啓介、東 龍平、中村桂一郎 ラット遠

位尿細管基底線条に観られるミトコンドリアの特異な形状、日本顕微鏡学会総会第 74

回学術講演、2018年 5 月 29日-31 日 久留米市 
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79. 宮園佳宏、上村慶一郎、太田啓介、中村桂一郎、楠川仁悟 FIB/SEM を用いたマウス

精子核および余剰核膜発生過程の 3D超微形態解析、日本顕微鏡学会総会第 74回学

術講演、2018年 5月 29日-31 日 久留米市 

80. 山下美香、水谷友紀、橋本理恵、厚木徹、笠明美、力丸由紀子、太田啓介、中村桂一

郎 CLSM/FIB-SEMを用いたヒト皮膚シミ部ミラノサイトの3次元構造解析、日本顕微鏡

学会総会第 74回学術講演、2018 年 5 月 29 日-31 日 久留米市 

81. 佐藤貴弘、児島将康 飢餓時の体温調節におけるグレリンの役割と作用経路の解析、

第 91回日本内分泌学会学術総会、2018年 4 月 28日 宮崎市 

82. 井田隆徳、大野速雄、吉田守克、佐藤貴弘、宮里幹也、児島将康、飯野雄一 新規生

理活性ペプチド dRYamide，LURY-1 の発見、第 91 回日本内分泌学会学術総会、2018

年 4月 26日 宮崎市 

83. 椎村祐樹、堀田彰一朗、浅田秀基、平田邦生、寿野良二、小林拓也、岩田想、児島将

康 グレリンのオクタン酸修飾を認識するグレリン受容体の分子機構の解明、第 91 回

日本内分泌学会学術総会、2018年 4月 26日 宮崎市＊ 

84. Tadato Ban, Naotada Ishihara. Selective mitochondrial fusion by heterotypic action 

between OPA1 and cardiolipin (invited). Keystone symposia, Mitochondrial Biology, 

April 22-26, 2018, Kyoto Japan 

85. Tadato Ban. Heterotypic action between OPA1 and cardiolipin in mitochondrial fusion 

(invited). 1st International Mitochondria Meeting for Young Scientist, April 20-22, 2018, 

Kyoto Japan 

86. 石原直忠 ミトコンドリアの融合・分裂の制御とその生理的意義（シンポジウム・招待講

演）、第 55 回日本臨床分子医学会、2018年 4 月 13 -14 日 京都市 

87. Takahiro Sato, Masayasu Kojima. Diversity of ghrelin function and adaptation to 

starvation（シンポジウム・招待講演）. 第95回日本生理学会大会、2018年3月28日 高

松市 

88. 太田啓介 Uncoupling induces fission independent transformation of mitochondria form 

tubular to a globular form by live imaging combined 3D-CLEM. The 3rd Hiiroshima    

International Symposium on Future Science, Mar 21-22, 2018, Higashi-Hiroshima Japan 

89. 佐野浩子 The polyol pathway is the principal sugar-sensing pathway for 

Mondo/ChREBP-mediated transcription. CDB Symposium 2018、2018 年 3月 26日-28

日 神戸市 

90. 石原直忠 ミトコンドリアの融合と分裂の制御とその意義（招待講演）、第 6回ミトコンドリ

ア機能研究会、2018年 2月 3 日 大阪市 

91. 児島将康 グレリンを例とした最新のペプチド・ホルモンの探索、機能解析、今後の展望

（シンポジウム・招待講演）、 第 9回徳島文理大学薬学部主催 学術講演会、2018年 1

月 25日 徳島市  

92. 伴 匡人、石原孝也、太田あずさ、石原直忠 ミトコンドリアの 2 重膜構造の動的変化に

よるミトコンドリア機能の制御（招待・特別講演）、日本生体エネルギー研究会 第 43 回

討論、2017 年 12 月 19 日 京都市  

93. 水谷友紀、山下美香、橋本理恵、厚木 徹、笠 明美、林 昭伸、力丸由起子、太田啓

介 3D イメージングが、老人性色素斑におけるメラノサイトとケラチノサイトの立体的な

相互関係を決定しうる、日本研究皮膚科学会第 42 回年次学術大会・総会、2017 年 12

月 15日-17 日 高知市 
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94. Naotada Ishihara. Dynamics of mitochondrial double membranes and genome (invited). 

OsakaMito2017, 2017 年 12 月 14日、吹田市 

95. Naotada Ishihara. Roles of mitochondrial dynamics in cellular function, development, and 

diffentiation (invited). Cardiovasucular and Metabolic Week 2017, 第 34 回 国際心臓研

究学会日本部会、2017 年 12 月 10日 大阪市 

96. 伴 匡人、石原直忠 OPA1 およびカルジオリピンの一方向性のはたらきによるミトコンド

リアの選択的な融合機構、2017年度生命科学系学会合同年次大会、 2017 年 12 月 8

日 神戸市 

97. 飯星 悠、石原孝也、石原直忠、斉藤寿仁 Anthracyclin 系トポイソメラーゼ II 阻害剤

Aclarubicin と Doxorubicin の細胞毒性の一端はミトコンドリア呼吸阻害に由来する、 

2017年度生命科学系学会合同年次大会、 2017年 12月 8 日 神戸市 

98. 石原孝也、石原直忠 ミトコンドリアの膜と mtDNA のダイナミクスを制御する因子の探

索、2017年度生命科学系学会合同年次大会、 2017年 12月 7日 神戸市 

99. 伴 匡人、石原孝也、太田あずさ、一村紋佳、石原直忠 ミトコンドリアの膜とゲノムのダ

イナミックな形態制御とその意義（シンポジウム・招待講演）、2017 年度生命科学系学

会合同年次大会、2017 年 12 月 6日 神戸市 

100. 太田あずさ、石原孝也、石原直忠  Drp1 欠損細胞において mtDNA からなる核様体の

配置がミトコンドリア機能制御に関与する、 2017 年度生命科学系学会合同年次大会、

2017年 12月 6日 神戸市 

101. 田村 真、石川 香、林 純一、石原直忠、中田和人 ミトコンドリアゲノム変異の病原性

制御におけるミトコンドリア分裂因子 Drp1の関与、2017年度生命科学系学会合同年次

大会、2017 年 12 月 6 日 神戸市 

102. 佐藤貴弘 農と食の未来を切り拓け！ホルモン研究「総括～未来の農と食に向けたホ

ルモン研究からのメッセージ」（ワークショップ）、2017 年度生命科学系学会合同年次大

会、2017年 12月 6日 神戸市 

103. 寺田祐子 独立した二つのシグナル経路による糖輸送体の発現制御：細胞外ヘキソー  

ス濃度センサーと細胞内解糖系 flux モニター、2017 年度生命科学系学会合同年次大

会、2017年 12月 6日 神戸市 

104. 豊田雄介 分裂酵母六炭糖輸送体 Ght5 の細胞内局在のリン酸化による制御機構、 

2017年度生命科学系学会合同年次大会、2017年 12 月 6 日-9日 神戸 

105. 齋藤成昭 グルコース濃度低下に対する細胞周期応答メカニズム、2017 年度生命科学

系学会合同年次大会、2017年 12月 6日 神戸市  

106. 太田啓介、中村桂一郎 電子顕微鏡を用いた生体組織の三次元解析法、顕微鏡学会

第 60回シンポジウム、2017年 11月 30日-12 月 2日 宮崎市 

107. 石原直忠、伴 匡人、石原孝也、太田あずさ、一村紋佳 ミトコンドリアの融合・分裂の制

御とその生理的意義（シンポジウム・招待講演）、第 17 回日本ミトコンドリア学会年会、

2017年 11月 22日-23 日 京都市 

108. 伴 匡人  リコンビナント蛋白質と人工脂質膜を使ったミトコンドリア膜融合機

構の解明（招待講演）、第 1 回 細胞制御ミトコンドリアワークショップ、2017 年 11 月 10

日 長崎市 

109. 佐藤貴弘、坂井勇介、田尻祐司、角間辰之、児島将康、御船弘治グレリン遺伝子欠損

マウスに見られる自発運動の異常について、第 24 回日本時間生物学会学術大会、 

2017年 10月 28日-29 日 京都市  
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110. 齋藤成昭 グルコース濃度低下に対する細胞周期応答メカニズム、日本遺伝学会第 89

回大会、2017年 9月 岡山市  

111. 児島将康 モデル生物における新規生理活性ペプチドの発券と臓器相関、自然科学研

究機構 生理学研究所研究会〜臓器相関による生態制御システムとその変容の仕組

み〜、2017年 9月 23 日 岡崎市 

112. 石原直忠 ミトコンドリアのダイナミックな構造変化と筋組織形成（シンポジウム・招待講

演）、第 31 回日本宇宙生物学会、2017 年 9月 21日‐22日 前橋市 

113. 太田啓介、宮園佳宏、岡山聡子、中村桂一郎 メゾスケールが見えてくる。FIB-SEM に

よるオルガネラ構造の機能解析、第 49 回日本臨床分子形態学会総会・学術集会、

2017年 9月 15日‐16 日 岐阜市 

114. 石原直忠 ミトコンドリアのダイナミクス：機能・形態の動的変化とその生理的意義（招待

講演）、第 25回北海道カルディアックセミナー、2017年 9月 9日 札幌市 

115. 太田啓介 特殊な観察法の基礎と応用（３次元再構築の基礎と応用）、第２８回電顕サ

マースクール 2017、 2017年 8 月 3 日‐5日 港区 

116. 太田あずさ、石原孝也、石原直忠  ミトコンドリアの形態変化 「核様体の配置」が細胞

機能に及ぼす影響、ミトコンドリアサイエンスワークショップ、2017年 7 月 10日、山形市 

117. 佐野浩子 Mechanisms for the sugar-dependent expression of the CCHa2 peptide and its 

roles in Drosophila physiology and behavior. The 3rd Insect Hormone Workshop, 2017

年 7月 9日-14日 那須塩原市 

118. 佐藤貴弘、御船弘治、児島将康 ニコチン投与に伴う一過性のグレリン分泌とその意義

の解析、 第 35 回内分泌代謝学サマーセミナー、 2017 年 7 月 13 日-15 日 利根郡み

なかみ町 

119. Tadato Ban, Naotada Ishihara. Selective mitochondrial fusion by heterotypic action 

between OPA1 and cardiolipin (invited). EMBO workshop ”Mitochondrial quality 

control”, July 2-5, 2017, Xi'an, China 

120. Tadato Ban, Katsuyoshi Mihara, Naotada Ishihara. Selective mitochondrial fusion by 

heterotypic action between OPA1 and cardiolipin. EuroMit 2017, June 11-15, 2017, 

Cologne, Germany 

121. 石原直忠 ミトコンドリアの動的な形態制御とその個体における生理的意義（招待・教育

講演）、日本卵子学会、2017年 6月 2日-3 日 宜野湾市 

122. 太田啓介 三次元連続表面観察法の基礎（招待講演）、日本顕微鏡学会第 73 回学術

講演会、2017年 5月 30日-6 月 1日 札幌市  

123. 太田啓介、吉富宗健、平嶋伸悟、力丸由起子、金澤知之進、中村桂一郎 生体のボリ

ュームイメージから得られる構造間の空間的距離による分類と解析（招待講演）、日本

顕微鏡学会第 73回学術講演会、2017 年 5月 30日-6 月 1 日 札幌市 

124. Tadato Ban, Naotada Ishihara. Molecular basis of selective mitochondrial fusion by 

heterotypic action between OPA1 and cardiolipin (invited). 8th International Symposium 

on Autophagy, May 29-June 1, 2017, Nara, Japan 

125. 豊田雄介 Regulations of the High Affinity Hexose Transporter Ght5 in Response to 

Environmental Glucose Levels. The 9th International Fission Yeast Meeting, May 14-19, 

2017, Banff Canada 

126. 齋藤成昭 Cellular Mechanisms for Proliferation Under Low Glucose Conditions. The 

9th International Fission Yeast Meeting, May 14-19, 2017, Banff Canada  
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127. 佐藤貴弘、児島将康 膵臓の時計遺伝子発現に及ぼすグレリン作用、第 90 回日本内

分泌学会学術総会、2017年 4 月 20 日-22 日 京都市 

128. 佐藤貴弘, 児島将康 分子と形態からひもとく新たな脳-ホルモン連関: 飢餓を生き抜く

ための産熱調節（シンポジウム・招待講演）、第 122 回日本解剖学会総会・全国学術集

会、2017年 3月 29日 長崎市 

129. 寺田祐子 細胞が環境グルコース濃度を認識し、グルコース輸送体の発現を調節する

分子機構の解明 日本農芸化学会 2017年度大会、2017 年 3 月 17 日-20 日 京都市 

130. 石原直忠 ミトコンドリアの融合と分裂による動的な形態制御とその意義、阪大蛋白研

セミナー「真核細胞のオルガネラ研究最前線」、2017年 3月 21日-22 日 吹田市 

131. 石原直忠 ミトコンドリアの形態制御分子機構と生理機能、H28 年度 村山班ミトコンドリ

ア病診断・診療マニュル作成委員拡大合宿、2017年 2 月 11 日 葉山市 

132. 齋藤成昭 グルコース濃度低下に対する細胞応答：グルコース輸送制御と細胞寿命延

長、HiHA (広島大学健康長寿研究拠点) 第 8 回 Workshop、2016 年 12 月 16 日 東広

島市  

133. 宮園佳宏、太田啓介、中村桂一郎 ミトコンドリア膜電位低下ストレスにおける形態変

化の三次元超微形態的特徴、第58回日本顕微鏡学会九州支部集会・学術講演会、

2016年12月3日 北九州市 〈最優秀発表賞〉＊ 

134. 齋藤成昭 Molecular mechanisms underlying enhanced glucose uptake and cell cycle 

arrest triggered by glucose restriction. 第 39回日本分子生物学会年会、2016年 11月

30日-12月 2 日 横浜市＊ 

135. 豊田雄介 グルコース欠失により膜画分に増殖するタンパク質群はグルコース代謝に

機能する、第 39 回日本分子生物学会年会、2016年 11 月 30 日-12 月 2日 横浜市 

136. 寺田祐子 炭素源の違いがSchizosaccharomyces pombeの増殖、形態、糖輸送体の発

現に及ぼす影響、第 39回日本分子生物学会年会、2016年 11月 30日-12月 2日 横

浜市 

137. 伴 匡人、石原孝也、太田あずさ、石原直忠 ミトコンドリアの膜とゲノムの協調的な形

態制御、第 39回日本分子生物学会（シンポジウム）、2016年 11月 30日-12月 2日 横

浜市 

138. 飯星 悠、黒田将吾、石原孝也、石原直忠、斉藤寿仁 抗がん剤 aclarubicin の細胞毒

性は SUMO・ユビキチン修飾と核およびミトコンドリアの制御破綻に由来する、第 39 回

日本分子生物学会、2016年 11 月 30 日-12 月 2日 横浜市 

139. 一村紋佳、石原孝也、石原直忠 成長期の骨格筋における Drp1 の機能、第 39 回日本

分子生物学会、2016年 11月 30日-12月 2 日 横浜市 

140. 石原孝也、石原直忠 ミトコンドリアの膜と mtDNA のダイナミクスを制御する因子の探

索、第 39回日本分子生物学会、2016年 11月 横浜市 

141. 石原直忠  障害ミトコンドリアの選別・浄化の分子機構の解析、オートファジー班会議、

オートファジー学会、2016年 11 月 13 日-15 日 新潟市 

142. 太田啓介  超微 3 次元機能イメージングを目指して、Bioforum@Dental School、     

2016年 11月 22日 岡山市 

143. 児島将康 どうしてお腹が空くのか?食欲亢進ホルモン"グレリン"のやくわり（招待講

演）、明石市医師会透析医会学術講演会、2016 年 11 月 5日 明石市 

144. Kaori Ishikawa, Shun Katada, Emi Ogasawara, Yo Homma,  Takaya Ishihara, Takayuki 

Mito, Katsuyoshi Mihara, Jun-Ichi Hayashi, Naotada Ishihara, Kazuto Nakada. The 
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importance of mitochondrial fission in preventing disease phenotypes induced by a 

pathogenic mtDNA mutation. The 13th Conference of Asian Society for Mitochondrial 

Research and Medicine, The 16th Conference of Japanese Society of Mitochondrial 

Research and Medicine, Oct.30-Nov.1, 2016, Minatoku Japan 

145. 豊田雄介 TORC2 シグナル経路を介したエネルギー代謝調節機構の探求 -Ght5 グル

コース輸送体の機能制御-、第 6 回 TOR 研究会、2016年 10月 文京区＊ 

146. 佐野浩子 The role of the novel periphery-to-brain signaling by the CCHa2 peptide in the 

coupling of growth to nutritional status. 第 12回日本ショウジョウバエ研究会、 2016年9

月 9日-11日 豊島区 

147. 伴 匡人、石原直忠  OPA1 プロテオリポソームによるミトコンドリア内膜融合機構の解

明、第 89回日本生化学会大会、2016年 9月 25日-27 日 仙台市 

148. 石原直忠、河野裕翔、太田あずさ、伴匡人、石原孝也  ミトコンドリアの GTPase タンパ

ク質による融合と分裂の制御、第89回日本生化学会大会、2016年9月25日-27日 仙

台市 

149. 児島将康 グレリンの歴史と今後の展望（スポンサードシンポジウム・招待講演）、第 18

回日本神経消化器病学会・第 84回消化器心身医学研究会・第 10回機能性ディスペプ

シア研究会・第 6 回 IBS研究会 合同学術集会、2016年 9月 9日 札幌市 

150. 児島将康 グレリンを例とした最新のペプチド・ホルモンの探索（招待講演）、機能解

析、今後の展望、 第 40 回蛋白質と酵素の構造と機能に関する九州シンポジウム、

2016年 8月 26日指宿市 

151. 石原直忠 多機能オルガネラ・ミトコンドリアの動的な制御（招待講演）、第 23 回 Sendai 

Renal Research Seminar、2016 年 8 月 仙台市 

152. Satoko Okayama, Keisuke Ohta, Ryuhei Higashi, Kei-ichiro Nakamura. Three 

dimensional localization of mitochondrial nucleoid within a mammalian cell by using 

CLEM method combined with FIB-SEM. Micoroscopy & Microanalysis 2016 meeting, 

July 24-28, 2016, Columbus Ohaio 

153. 児島将康 グレリン受容体の結晶構造解析を目指した基礎研究（ワークショップ・招待

講演）、第 34回内分泌代謝学サマーセミナー、2016年 7月 16日 対馬市 

154. 石原直忠、伴 匡人、河野裕翔、石原孝也  ミトコンドリアの融合と分裂のバランス制御

とその分子機構（ワークショップ）、第 68 回日本細胞生物学会大会、2016 年 6 月 15 日

-17日 京都市 

155. 石原直忠  個体内でのミトコンドリアの融合と分裂の意義（シンポジウム）、第 16 回日

本抗加齢医学会総会、2016年 6月 10日-12日 横浜市 

156. Keisuke Ohta. Three-dimensional organization of mitochondria-associated membrane 

revealed by FIB-SEM combined with live cell imaging. 11th Asia-Pacific Microscopy 

Conference, May 23 - 27, 2016, Phuket Thailand 

157. 太田啓介、村田和義 SEMによる立体再構築法によって開かれたMesoscale Biology

（シンポジウム）、日本顕微鏡学会第72回学術講演会、2016年5月15日 仙台市 

158. 佐野浩子 Coupling of growth to nutritional status: the role of the CCHamide-2 peptide 

hormone in Drosophila melanogaster. CDB Symposium 2016, 2016 年 3月 28 日-30 日 

神戸市 

159. 石原直忠 ミトコンドリアの動的な形態制御とその意義、第 121 回日本解剖学会総会・

全国学術集会、2016年 3月 28 日-30 日 郡山市 
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160. 太田啓介、宮園佳宏、岡山聡子、金澤知之進、中村桂一郎 Volume CLEM による機能

構造解析への展望、第121回日本解剖学会総会・全国学術集会、2016年3月28日-30

日 郡山市 

161. 中村桂一郎、金澤知之進、力丸由起子、平嶋伸悟、宮園佳宏、岡山聡子、東 龍平、

太田啓介 次世代走査型電子顕微鏡による三次元微細構造解析（シンポジウム）、第

93回日本生理学会総会、2016年3月24日 札幌市 

162. 原 樹、東 龍平、岡山聡子、太田啓介、中村桂一郎： Balamuthia mandrillaris の捕食

運動 第 85 回日本寄生虫学会大会、2016年 3 月 19日-20 日 宮崎市 

163. 佐藤貴弘、児島将康 トーパーの誘導・維持機構の解明とその先にあるもの（招待講

演）、第 6回長浜若手バイオ交流会、2016年 3 月 5日 長浜市 

164. 太田啓介 FIB 内蔵 SEM による細胞・組織の立体構築、第 21 回細胞構造研究会、 

2016年 1月 30日-31 日 吹田市 

165. 石原孝也、石原直忠 ミトコンドリアの膜と DNA の協調的かつ動的な制御機構（ワーク

ショップ）、第 38回日本分子生物学会年会・第 88回日本生化学会大会合同年会、2015

年 12 月 1日-4日 神戸市 

166. 齋藤成昭 グルコース制限に対する細胞応答：CaMKK および TORC2 シグナル経路を

介したグルコーストランスポーターの機能制御、第 38 回日本分子生物学会年会・第 88

回日本生化学会大会合同年会、2015年 12月 1日-4 日 神戸市＊ 

167. 豊田雄介  グルコース欠失環境における哺乳類培養細胞のミトコンドリア呼吸鎖阻害

剤への超感受性、第 38 回日本分子生物学会年会・第 88 回日本生化学会大会合同年

会、 2015 年 12 月 1日-4日 神戸市 

168. 太田啓介 3D-CLEM:Live imagingと FIB-SEM3次元解析を組み合わせた細胞相関観察

法の可能性、日本顕微鏡学会マルチスケール電子線トモグラフィ研究部会、2015 年 12

月 5日 新宿区 

169. 岡山聡子、太田啓介、東 龍平、中村桂一郎 FIB/SEM を用いたミトコンドリア DNA の

光顕・電顕相関観察法(CLEM)による解析、第 57 回日本顕微鏡学会九州支部総会・学

術講演会、2015 年 11 月 21日 春日市 

170. 石原直忠 ミトコンドリアの融合と分裂を介した障害ミトコンドリアの選別機構、第 3回新

学術「オートファジー」班会議・第 9 回オートファジー研究会、2015年 11月 15日-17日 

淡路市 

171. 石原直忠 「基礎科学の貢献」（シンポジウム）、第 15 回日本ミトコンドリア学会年会、

2015年 11月 19日-20 日 福井市 

172. 石原直忠  ミトコンドリアは生きている、第 15 回日本ミトコンドリア学会年会、市民公開

講座 「ミトコンドリアと病気」、2015年 11月 21日 福井 

173. 宮園佳宏、太田啓介、都合亜記暢、岡山聡子、中村桂一郎 ：FIB/SEMを用いたCCCP

投与後のミトコンドリア超微形態解析：FIB/SEMを用いた CLEM観察 日本解剖学会第

71回九州支部学術集会、2015年 10月 31日 熊本市 

174. Naotada Ishihara. Roles of mitochondrial dynamics in mammalian development/differentiation. 

Joint Seminar of Young Finnish-Japanese Mitoscientists, Oct. 5-7, 2015, Helsinki Finland 

175. Naotada Ishihara. Mitochondrial dynamics. Public Seminar, Oct. 8, 2015, Helsinki Finland 

176. 豊田雄介 TORC2 シグナル経路を介したエネルギー代謝調節機構の探求、第 5 回

TOR 研究会、2015年 10月 16 日 新潟市 
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177. Yusuke Toyoda. Genetic screen for mitotic cell mechanics identifies the Parkinson’s 

disease-related glyoxalase DJ-1 (invited). The 26th CDB Meeting “Mechanistic 

Perspectives of Multicellular Organization”, Sep. 8 - 9, 2015, Kobe Japan＊ 

178. 石原直忠 ミトコンドリアの動的な形態制御、第 45 回（2015）新潟神経学夏期セミナー、

2015年 7月 23日-25 日 新潟市 

179. 石原孝也 哺乳動物におけるミトコンドリアの膜とDNAのダイナミクス、YoungMito2015、

2015年 7月 9日-10日 長生郡一宮町 

180. 佐野浩子 The nutrient-sensitive hormone CCHamide-2 controls growth by regulating 

insulin-like peptides in the brain of Drosophila. The 2nd International Insect Hormone 

Workshop, July 2015, Crete, Greece 

181. 石原直忠 哺乳動物細胞におけるミトコンドリアの融合と分裂の制御（ワークショップ）、

第 67回日本細胞生物学会大会、2015 年 6月 30日-7 月 2 日 江戸川区 

182. 石原（伴）玲子、石原直忠 ミトコンドリア核様体ダイナミクスの分子機構の解明、第 67

回日本細胞生物学会大会、2015年 6月 30日-7月 2 日 江戸川区 

183. 佐野浩子 Nutrient-sensitive hormone CCHamide-2 controls growth through insulin/IGF 

production in the brain of Drosophila. 第 48回 日本発生生物学会大会、2015年 6月 2

日-5日 つくば市  

184. 河野裕翔、伴 匡人、石原孝也、石原直忠 OPA1 によるミトコンドリア内膜融合の制御

機構、平成 27年度 日本生化学会九州支部例会、2015年 5月 16日-17日 福岡市 

185. 齋藤成昭  Expression and localization of Ght5 are regulated by CaMKK and 

TORK2,ensuring rapid cell proliferation under low-glucose conditions. 52.Pombe 2015 : 

8th International Fission Yeast Meeting, 2015年 6月 21 日-26 日 神戸市 

186. Keisuke Ohta. Super-resolution in different dimensions. Advanced microscopy meeting 

2015 in Moscow, June 1, 2015, Moscow Russia 

187. 佐野浩子 ショウジョウバエ新規栄養応答性ホルモン CCHamide-2 によるインシュリン

様ペプチドの制御、第 12回 GPCR 研究会、2015年 5 月 15 日-16 日 港区 

188. 佐藤貴弘 褐色脂肪細胞の機能調節を介した肥満制御の可能性（シンポジウム・招待

講演）、日本実験動物技術者協会九州支部第 38 回総会および特別講演会、2015 年 4

月 18日 久留米市 

189. Koichiro Ichimura, Naoyuki Miyazaki, Shoji Sadayama, Kazuyoshi Murata, Masato 

Koike, Kei-ichiro Nakamura, Keisuke Ohta, Tatsuo Sakai. Newly characterized structure 

of podocytes revealed by three-dimensional analysis using block-face scanning electon 

microscopy. 第 120回日本解剖学会総会・全国学術集会、2015年 3月 21日-23日 神

戸市 

190. 石原直忠 ミトコンドリアの融合と分裂の生理的意義（シンポジウム）、第 120 回日本解

剖学会総会・全国学術集会、第 92 回日本生理学会大会合同大会、2015 年 3 月 21 日

-23日 神戸市 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

※氏名の二重下線は医学研究科大学院生を表す。 
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＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

＜既に実施しているもの＞ 

【シンポジウム・学会の企画】 

1. シンポジウム企画 「ペプチドホルモンの新たな可能性を探る」、佐藤貴弘・永田さやか、 

第 97回日本生理学会大会、2020 年 3 月 18 日 別府市 

2. シンポジウム企画  「Molecular mechanism of various nutrients causing biological 

reaction」、佐野浩子・赤木一考、第 42 回日本分子生物学会年会、2019 年 12 月 3 日-6

日 福岡市 

3. プログラム委員、石原直忠、第 42回日本分子生物学会年会 2019年 12月 3日-6日 福

岡市 

4. ワークショップ企画：「ミトコンドリア複雑系の統合的理解」、神吉智丈・石原 直忠、第 42

回日本分子生物学会、2019年 12月 3日 福岡市  

5. 国際学会 Co-organizer ：石原直忠、Cold Spring Harbor–Asia, Mitochondria and 

Metabolism in Health and Disease, Nov. 11-15, 2019, Suzhou, China,   

 6. 年会長 古賀靖敏、組織委員 石原直忠,、第16回アジアミトコンドリア学会・第19回日本

ミ トコンドリア学会年会・ミトコンドリア病家族の会集会、特別講演(Dr David Chan)、2019

年 10 月 3日-5日 福岡市 

7. オーガナイザー Journal of Biochemistry シンポジウム「ミトコンドリアによる高次生命機

能の制御」、石原直忠・柳茂、第 92 回日本生化学会年会、2019 年 9月 20日 横浜市 

8. 公開シンポジウム企画 「ミトコンドリアの動的変化・破綻を伴う疾患の治療戦略創出拠

点の形成」、石原直忠 講演者 齋藤成昭、佐藤貴弘、伴 匡人、特別講演(Dr David 

Chan)、2019 年 10 月 2 日 久留米市 

9. 世話人、齋藤成昭、第 9回 TOR 研究会、2019年 6 月 29 日～30 日 久留米市 

10. 年会長、石原直忠、日本ミトコンドリア学会年会 古賀靖敏、ミトコンドリア病家族の会集

会、2018年 12月 7日-9日 久留米市 

11. 公開シンポジウム企画  「 International symposium on  Mitochondria  Biology and 

Disease」、石原直忠 、講演者 伴 匡人、岡本浩二（大阪大）、特別講演者 Ye Tian,（中

国科学院）、瀬崎博美（ジョンホプキンス大学）、2018年 12月 7日 久留米市 

12. シンポジウム企画 「多様な動物種における普遍および特異な内分泌現象の解明」、矢

澤隆志・佐藤貴弘・東 森生、日本動物学会第89回札幌大会、2019年9月13日 札幌市 

13. シンポジウム企画 「多様な動物種を用いたホルモン研究の新展開」矢澤隆志・佐藤貴

弘・東森生、日本動物学会 第90回大阪大会、2019年9月12日 大阪市 

14. シンポジウム企画 「新生代のCVEM」、栗原裕基・児島将康、第22回日本心血管内分泌

代謝学会学術総会、2018年4月29日 宮崎市 

15. ランチョンセミナー企画 「Meet the hormone 2」、児島将康、第22回日本心血管内分泌代

謝学会学術総会、2018年4月28日 宮崎市 

16. シンポジウム企画 「New Technology I」、児島将康・岡崎具樹、第91回日本内分泌学会

学術総会、2018年4月26日 宮崎市 

17. シンポジウム企画 「オルガネラバイオロジーの新時代」、石原直忠・佐藤美由紀、2017

年度生命科学系学会合同年次大会、2017年 12月 6 日 神戸市 
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18. ワークショップ企画 「農と食の未来を切り拓け!ホルモン研究」、佐藤貴弘・矢澤 隆志、 

2017年度生命科学系合同年次大会、2017年 12月 6 日 神戸市 

19. ワークショップ企画 「シン・メタボリズム～代謝が関わる多彩な生命現象～」、齋藤成

昭・増本博司、2017年度生命科学系学会合同年次大会、2017 年 12 月 7日 神戸市 

20. ワークショップ企画 「細胞外環境応答を担うシグナル伝達機構 ～酵母遺伝学が開く新

たな扉」、齋藤成昭・建部恒、日本遺伝学会第 89回大会、2017 年 9 月 15日 岡山市 

21. Local organizing committee 大門高明・西村隆史・小野肇・佐野浩子・島田(,丹羽)裕子・

外川 徹、The 3rd Insect Hormone Workshop、2017年 7 月 9 日-14 日 那須塩原市 

22. シンポジウム企画 「グレリン研究の進歩」、児島将康、第90回日本内分泌学会学術総

会、 2017年4月21日、京都市 

23. ワークショップ企画 「オルガネラ・メンブレントラフィック・オートファジー」、野田健司・石原

直忠、第 68 回日本細胞生物学会大会、2016年 6月 16 日 京都市 

24. ワークショップ企画 「多機能オルガネラ・ミトコンドリアの動的振る舞いによる生命機能制

御」、石原直忠・小柴琢己、第 38 回日本分子生物学会・第 88 回日本生化学会

（BMB2015）、2015年 12月 1 日 神戸市 

25. シンポジウム企画 「基礎科学の貢献」、石原直忠・太田成男、第 15回日本ミトコンドリア

学会年会、2015 年 11 月 20日 福井市 

26. シンポジウム企画 「ミトコンドリアダイナミクスと病態生理の最先端」、木山博資・石原直

忠、第 120回日本解剖学会総会・第 92回日本生理学会大会合同大会、2015年 3月 21

日 神戸市 

 

＜これから実施する予定のもの＞ 

1. 石原孝也 第 93 回日本生化学会シンポジウム 横浜 

2. 石原孝也 2020 ミトコンドリアサイエンスワークショップ 東京 

 

研究活動と成果をホームページにて公開している。 

http://www.kurume-u.ac.jp/site/lifescience/list93-261.html 

https://www.kurume-u.ac.jp/site/joint/seika-houkoku1.html 

 

 

１４ その他の研究成果等 

【 受賞 】 

1. 日本内分泌学会研究奨励賞（第 39 回）佐藤貴弘：低栄養環境下におけるエネルギー保

持機構の解明．第 92回日本内分泌学会学術総会, 2019 年 5 月 11 日. 

2. 松尾賞（第 3 回）児島将康：グレリン研究のこれから．日本ホルモンステーション, 2016年

7月 3 日． 

 

【新聞掲載】 別紙 1,2 

1. 読売新聞 H29 年 6 月 24日 朝刊筑後版 

「ミトコンドリア選別の仕組み」 

2. 科学新聞 H29 年 6 月 30日 

「細胞内でのミトコンドリア融合 試験管内で再現 仕組み解明」 

3. 西日本新聞 H29年 7月 2 日 朝刊筑後版 

「ミトコンドリア不活性体『選別』 久留米大チームが仕組み解明」 

http://www.kurume-u.ac.jp/site/lifescience/list93-261.html
https://www.kurume-u.ac.jp/site/joint/seika-houkoku1.html
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【アウトリーチ活動】  

1. 久留米大学附設高等学校、国際生物学オリンピック日本代表候補の個別指導、 

平成 31 年 4 月-令和元年 7月 

2. 福岡県立輝翔館中等教育学校、職業体験実習、令和元年 7 月 29-31日  

3. 福岡県立輝翔館中等教育学校、職業体験実習、平成 29年 7月 25-27日. 

4. 久留米市立諏訪中学校、職業体験実習、平成 28 年 9 月 7-8 日  

5. 福岡県立明善高校学校理数科、SSH 事業における研究体験実習、平成 27年 7月 31日  

  

【学内公開講座】  

1. 中津海 洋一 博士（名古屋市立大学薬学部 講師） 令和元年 6月 28日 

    「定量的大規模リン酸化プロテオミクスによる mTORC1下流の新規シグナル解析」 

2. 佐々木 敦朗 博士（シンシナティ大学 UC Cancer Inst.＆Cincinnati Cancer Center・ 

Ａｓｓｏｃｉａｔｅ Professor ＆慶応義塾大学・プロジェクト教授 平成 30年 12月 11 日 

「ＧＴＰ代謝からみる細胞機能と疾患」 

3. 高山優子博士（帝京大学理工学部バイオサイエンス学科 准教授）平成 30年 9月 14日 

「油脂生産酵母の分子遺伝学的アプローチへの挑戦」 

4. 上田 泰巳 博士（東京大学医学研究科システムズ薬理学教授・理化学研究所（QBiC） 

平成 30 年 7 月 19 日 

「全脳・全身透明化の先に見えるもの －生命の点描画を実現－ 」 

5. 伴 匡人 博士（久留米大学分子生命科学研究所 講師） 平成 30 年 5月 25日  

基礎医学セミナー 「ミトコンドリア膜融合ダイナミクスの分子機構」 

6. 岩崎 泰正 博士（高知大学医学部・臨床医学部門 教授）平成 30 年 2月 21日 

「ストレス研究のパラダイムシフト」 

７. 福井 清 博士（徳島大学・先端酵素学研究所教授 平成 29年 11 月 16日 
  「アミノ酸代謝と細胞死制御の病態システム酵素学：総合失調症と乳癌の克服を目指して」

8. 岡嶋 孝治 博士（北海道大学 大学院情報科学研究科 教授）平成 29年 9月 22 日 

「細胞の物理学：原子間力顕微鏡による細胞レオロジーの定量化」  

9. 藤光 和之 博士（ＵＣＬ Ｃａｎｃｅｒ Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ）平成 29年 7 月 11 日 

「Ｔｈｅ ｒｅｇｕｌａｔｉｏｎ oｆ the APC/C ubiquitin ligase through unstructured loop domains」 

10. 北 潔 博士 (長崎大学大学院熱帯医学・グローバルヘルス研究科 研究科長・教授)  

平成 29 年 1 月 13 日 

「創薬ターゲットとしてのミトコンドリア ―寄生虫からがん細胞まで―」 

11. 柳田 充弘 博士 （沖縄科学技術大学院大学教授） 平成 28 年 6 月 24日 

「ヒト血液メタボライトの機能的多様性と定量性の探求；血液供与者の老化情報を得る

のは可能か？」 

12. 小笠原 絵美 博士  （筑波大学生命環境系） 平成 29 年 1 月 19日 

   「ミトコンドリアゲノム変異モデルを用いたミトコンドリア遺伝子疾患の解析」 

13. 細田 將太郎 博士 （ドイツ ケルン大学）  平成 28 年 11 月 28 日 

「ミトコンドリアプロテアーゼ PARLの基質探索と解析」 

14. 澤崎 達也 博士、竹田 浩之 博士（愛媛大学プロテオサイエンスセンター） 

平成 28 年 5 月 24 日 
   「コムギ無細胞系を活用した基質・薬剤探索」 「無細胞合成抗原を用いた抗膜タンパク  

質抗体作成技術」 

15. 吉村 信一郎 博士 （大阪大学大学院 医学系研究科） 平成 27 年 4月 22 日 

   「低分子量 GTP 結合タンパク質 Rad が制御する細胞内膜輸送」 
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16. 南嶋 洋司 博士 （慶應義塾大学 医学部 医化学）  平成 27年 12月 18日 

   「低酸素応答による予想外のエネルギー代謝制御機構」  

17. 瀬崎 博美 博士 （Department of Cell Biology, Johns Hopkins University school of 

Medicine ）  平成 27 年 12 月 7日 

    「ミトコンドリア分裂の分子機構」  

18. 武田 鋼二郎 博士 （甲南大学 統合ニューロバイオロジー研究所、 理工学部生物学    

科 微生物学研究室） 平成 27 年 11 月 2 日 

 「タンパク質分解系の協調によるミトコンドリア品質管理と寿命維持」  

19. 樋口（江浦）由佳 博士 （国立循環器病研究センター分子病態部）平成 27年 8 月 28日 

   「血液凝固に機能するADAMTS13および  von Willebrand因子の異常に関する解析」 

「小胞体関連分解 ERAD に関与する Herp および Derlin ファミリーの機能解析」 

 20. 田中 都 博士 （名古屋大学 環境医学研究所 免疫系分野） 平成 27 年 7 月 8日 

     「未解明な脂肪組織機能の探索」  

  

【その他】 

1. JB Special Issue—Dynamics Regulation of Mitochondria (Journal of Biochemistry, 

Volume 167, Issue 3, March 2020) 編集担当 石原直忠 

2. NHK福井放送局 2015年 11月 21日 NHKニュース 「ミトコンドリアと病気」  

3. 第一学習社 文部科学省検定教科書 「改訂 高等学校 生物」 （資料提供） 

 

 

１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応＜「選定時」に付された留意

事項＞ 

 

「重要な基礎研究。研究期間も長いので、これまでの知見を敷衍し、例えば iPSや ES細胞

も対象とし応用研究の幅を広げては如何か。」とのコメントがあった。 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

・本研究グループにおける研究として、ES 細胞および組織幹細胞を用いた研究を実施し、

遺伝子改変マウス作成・組織中の幹細胞の解析・またマウスから単離した細胞の幹細胞

化の実験等が実施されている。 

・また本コメントの趣旨を進めて応用研究への対応を行うため、関連因子の蛋白質立体構

造解析を進めた。さらに、細胞を用いた化合物スクリーニングを基盤として、創薬を踏ま

えた製薬会社との共同研究を進めた。 

・ミトコンドリア病患者由来のサンプルを用いた研究グループと連携し、病因遺伝子の網羅

的解析を進めている。患者由来細胞を用いた創薬研究への基礎研究からのサポートを

行っている。 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 

 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 

非該当 
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（千円）

46室 29人 0

44室 24人 0

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

ｈ
ｈ
ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ
ｈ

ｈ

１８　研究費の支出状況研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

時給　1,143円，年間時間数　632時間
時給　1,011円，年間時間数　666時間
時給　1,067円，年間時間数　1,822時間

補助主体

私学教育研究活性化
設備整備事業

私学助成

私学教育研究活性化
設備整備事業

私学教育研究活性化
設備整備事業

補助主体

週2日
1日2-3

4,903Steo One Plus 1 4,903リアルタイムPCR装置 H24

9,600 9,600

マイクロプレートリーダー H24 InfiniteM200Pro 1
週2日
1日2-3 6,489 6,489

H24

細胞外フラックス
アナライザーXFｐ

1
週2日
1日3-4

220,765

9,952

稼働時間数

2,263.03㎡

生細胞代謝システム H27

OptimaXPN80 1
週2日
1日3-4

フロアー型超遠心機

6,634

研究施設面積

整備年度

平成29年度

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度

（研究装置）

研究室等数 使用者数

0

台　　数型　　番 事業経費装置・設備の名称

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

補助金額

事業経費施　設　の　名　称

（情報処理関係設備）

（研究設備）

分子生命科学研究所
(平成30年3月から本学基礎3号
館2・3階)

分子生命科学研究所
(平成30年3月まで久留米リサー
チセンター内)

1,228.27㎡平成元年度

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 18,148 実験材料等 18,148 試薬、実験器具、動物、飼料

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 99 配送代 99 研究試料配送

印刷製本費 126 印刷費 126 論文印刷、インクカートリッジ

旅費交通費 823 出張旅費 823 学会出席、研究打合せ

報酬・委託料 2,186 謝金・業務委託 2,186 セミナー講演者謝金・グレリン受容体阻害剤の合成作業

（修繕料・雑用費） 513 修理・論文校正 513 実験用機械器具修理 ・ 論文校正

（広告費） 242 論文掲載 242 論文掲載

（諸会費） 30 学会参加費 30 学会参加費

計 22,167

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 7,938 研究及び実験動物管理の事務的補助 2,736 時給　1,502円，年間時間数　1,822時間
（兼務職員） 研究及び実験動物管理の事務的補助 1,863 時給　1,180円，年間時間数　1,579時間

研究に係る事務等の補助 722
研究に係る事務等の補助 673
研究解析に係る補助 1,944

実人数　5人
教育研究経費支出

計 7,938

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 8,081 研究用機械器具 8,081 マイクロプレートリーダー、慢性実験テレメトリー自動計測システム 他

図　　　　書
計 8,081

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0



（様式2）

法人番号 401002

  平成 年度

時給　1,152円，年間時間数　1,851時間
時給　965円，年間時間数　288時間
時給　1,009円，年間時間数　761時間
時給　1,008円，年間時間数　486時間
時給　1,837円，年間時間数　1,815時間

  平成 年度

時給　1,149円，年間時間数　1,946時間
時給　1,007円，年間時間数　1,039時間
時給　1,216円，年間時間数　1,204時間
時給　1,839円，年間時間数　1,815時間

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 18,525 実験材料等 18,525 試薬、実験器具、動物、飼料

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 98 配送代 98 研究試料配送

印刷製本費 207 印刷費 207 論文印刷、インクカートリッジ

旅費交通費 1,237 出張旅費 1,237 学会出席、研究打合せ

報酬・委託料 1,808 謝金・業務委託 1,808 セミナー講演者謝金・マウス解析業務

（修繕料・雑用費） 1,950 修理・論文校正 1,950 実験用機械器具修理 ・ 論文校正

（諸会費・会議費） 220 学会参加費 220 学会参加費・会場代

計 24,045

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 11,585 データ入力等事務及び実験動物管理に係る補助 2,735 時給　1,507円，年間時間数　1,815時間
（兼務職員） データ入力等事務及び実験動物管理に係る補助 1,851 時給　1,177円，年間時間数　1,573時間

研究に係る事務及び実験動物管理の補助 2,132
研究に係る事務等の補助 277
研究に係る事務等の補助 767
研究に係る事務等の補助 489
研究解析に係る補助 3,334

実人数　7人
教育研究経費支出

計 11,585

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 2,568 研究用機械器具 2,568 超微量分光光度計、マイクロプレートリーダー

図　　　　書
計 2,568

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

年　　　度 29

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 13,362 実験材料等 13,362 試薬、実験器具、動物、飼料

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 40 配送代 40 研究試料配送

印刷製本費 210 印刷費 210 インクカートリッジ、成果発表用ポスター印刷

旅費交通費 1,626 出張旅費 1,626 学会出席、研究打合せ

報酬・委託料 3,273 謝金・業務委託 3,273 セミナー講演者謝金・ヒトグレリンアミドの合成

（修繕料・雑用費） 1,060 修理・論文校正 1,060 実験用機械器具修理 ・実験動物輸送梱包管理費

（広告費） 166 論文掲載 166 論文掲載

（諸会費） 90 学会参加費 90 学会参加費

計 19,827

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 12,676 データ入力等事務及び実験動物管理に係る補助 2,735 時給　1,507円，年間時間数　1,815時間
（兼務職員） データ入力等事務及び実験動物管理に係る補助 1,859 時給　1,182円，年間時間数　1,573時間

研究に係る事務及び実験動物管理の補助 2,235
研究に係る事務等の補助 1,046
研究に係る事務及び研究の補助 1,464
研究解析に係る補助 3,337

実人数　6人
教育研究経費支出

計 12,676

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

教育研究用機器備品 4,111 研究用機械器具 4,111 フリーズ超低温槽、微量高速冷却遠心機 他

図　　　　書

ポスト・ドクター

計 4,111

計 0

リサーチ・アシスタント

研究支援推進経費



（様式2）

法人番号 401002

（千円）
  平成 年度

時給　1,123円，年間時間数　1,565時間
時給　1,813円，年間時間数　1,823時間

（千円）
  令和 年度

時給　1,002円，年間時間数　594時間
時給　1,857円，年間時間数　1,793時間

学会出席、研究打合せ
セミナー講演者謝金・マウス受託飼育料

公開シンポジウム会場費

8,442

3,330

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

実人数　４人

8,442

0

卓上型超遠心機、イルミネーター研究用機械器具6,469

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター

人件費支出

計

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

計

6,469

研究にかかる補助的業務

研究にかかる補助的業務

54

2,603

6,469

時給　1,452円，年間時間数　1,793時間

19,152

会場費 54

1,833
謝金・業務委託

配送代 269

出張旅費
1,119

73
1,833

印刷費
269

0

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出
試薬、実験器具、動物、飼料

支　出　額

実験材料等

積　　算　　内　　訳

13,120

計

小  科  目
主　な　使　途

消　耗　品　費
0

図　　　　書

リサーチ・アシスタント

（　会議費　）

報酬・委託料

教育研究経費支出

インクカートリッジ、成果発表用ポスター印刷
研究試料配送

金　　額

印刷製本費

研究支援推進経費

13,120

光　熱　水　費

73

教育研究用機器備品

旅費交通費
1,119

元

計

通信運搬費

年　　　度

試薬、実験器具、動物、飼料

年　　　度 30

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

通信運搬費 85 配送代 85 研究試料配送

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 16,003 実験材料等 16,003

旅費交通費 829 出張旅費 829 学会出席、研究打合せ

光　熱　水　費 0 0

報酬・委託料 8,143 謝金・業務委託 8,143 セミナー講演者謝金・マウス受託飼育料

印刷製本費 96 印刷費 96 インクカートリッジ、成果発表用ポスター印刷

計 25,687

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 7,838 研究にかかる補助的業務 2,594 時給　1,423円，年間時間数　1,823時間

研究にかかる補助的業務 3,305

時給　1,137円，年間時間数　160時間

教育研究経費支出 実人数　４人
計 7,838

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 3,162 研究用機械器具 3,162 コンパクト高機能高速冷却遠心機

図　　　　書 3 3

計 3,165

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

（　その他経費　） 531 学会参加費　他 531 実験用機械器具修理 ・実験動物輸送梱包管理費

（　雑用費　） 985 論文校正 985 論文掲載
（　修繕料　） 1,582 修理費 1,582 実験用機械器具修理
（　諸会費　） 117 学会参加費 117 学会参加費

計 0

研究にかかる事務等研究補助的業務 1,757
（兼務職員） 研究にかかる事務等研究補助的業務 182

（兼務職員） 研究にかかる事務等研究補助的業務 1,914 時給　1,235円，年間時間数　1,550時間
研究にかかる事務等研究補助的業務 595



  別紙 1  

 

 

 

 

  

H29.7.2 西日本新聞【筑後版 18面】 

H29.6.24 読売新聞【地域 33 面】 
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